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[はじめにはじめにはじめにはじめに] 我々は、小型で高感度のリング光共振器を用いた

バイオセンサーを研究している[1]。感度および温度安定性向

上のために図1に提案する差動式リング共振器バイオセンサ

ーを提唱した[2]。差動リングを集積化させることで多項目同

時検出バイオセンサーの実現を目指す。 

[実験実験実験実験] これまで差動リングと流路を作製して試料液を流す

ことで前立腺特異抗原(PSA)を検出した[3]。差動リングの出

力(ピーク値)と2つのリング間中心距離Lと共振波長変化量∆λres

のシミュレーション結果を図2に示す。∆λres = 0.2～1.0×10-4 nm

において変化が直線的になった。この領域では検出感度(出力

/∆neff) が一定となる。リング間中心距離を100 µm, 動作点∆λres

を2.5×10-2 nmにすることでばらつきを直線部に収められる[3]

のでλresがばらついても一定感度が得られる。今回シミュレー

ション結果を検証するためリング間距離Lを100, 200, 300 µmで

設計した差動リングを10個ずつ同じチップ上に作製して出力

ばらつきを評価した。 

[結果結果結果結果・・・・考察考察考察考察] 結果を図3, 4に示す。共振波長ばらつきの平均

値∆λµは Lが100 µmでは0.018 nm, 300 µmでは0.048 nmでありリ

ング間距離が狭いほど小さい。出力の標準偏差σはLが100 µm

では0.02 nm, 300 µmでは0.052 nmでありリング間距離が狭くな

るほど小さい。作製に使用したSOIウェハの厚さのばらつき,

リソグラフィやエッチングにばらつきのため,Lが狭いほど∆λµ

とσが小さくなったと考えられる。図3よりテンプテーション法

を用いてシミュレーション結果と実測値を比較するとほぼ一

致した。 
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図 1. 差動式バイオセンサー. 

図 2. 差動リング出力(ピーク値)
のシミュレーション. 
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図 4. リング中心間距離と∆λµ, σ. 

図 3. 差動出力のばらつき. 
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